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最近の話題から

　
わ
が
国
の
食
文
化
を
、
根
幹

か
ら
揺
る
が
し
か
ね
な
い
危
機

が
忍
び
寄
っ
て
き
て
い
ま
す
。

奥
深
い
味
わ
い
「
だ
し
」
を
生

み
出
し
、
日
本
の
料
理
に
欠
か

す
こ
と
が
で
き
な
い
コ
ン
ブ

が
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ

り
２
０
９
０
年
代
ま
で
に
日
本

の
海
か
ら
姿
を
消
す
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

■
20
年
前
か
ら
漁
獲
急
減

　
褐
藻
（
か
っ
そ
う
）
と
い
う

海
藻
の
仲
間
で
あ
る
コ
ン
ブ

は
、
寒
冷
な
海
域
に
生
育
し
ま

す
。
日
本
で
は
９
割
以
上
が
北

海
道
産
で
、
残
り
は
青
森
県
、

岩
手
県
、
宮
城
県
の
三
陸
海
岸

沿
い
な
ど
で
採
れ
て
い
ま
す
。

　
国
内
漁
獲
量
は
１
９
９
７
年

ま
で
十
数
万
ト
ン
に
上
り
ま
し

た
が
、そ
の
後
は
減
少
が
続
き
、

２
０
１
８
年
は
５
万
５
９
０
０

ト
ン
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

温
暖
化
に
よ
る
生
育
環
境
の
悪

化
や
、
漁
師
の
高
齢
化
な
ど
が

要
因
だ
そ
う
で
す
。

　
昨
今
、
日
本
の
生
物
の
分
布

は
温
暖
化
の
影
響
で
大
き
く
変

化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
温

暖
化
が
進
行
し
た
ら
、
た
だ
で

さ
え
漁
獲
が
減
っ
て
い
る
コ
ン

ブ
は
、
い
っ
た
い
ど
う
な
っ
て

し
ま
う
の
で
し
ょ
う
。
北
海
道

大
学
の
研
究
チ
ー
ム
が
、
予
測

に
乗
り
出
し
ま
し
た
。

　
チ
ー
ム
は
ま
ず
、
温
暖
化
が

顕
著
に
な
る
前
の
１
９
８
０
年

代
、
コ
ン
ブ
が
ど
ん
な
分
布
状

況
だ
っ
た
か
を
割
り
出
す
作
業

か
ら
始
め
ま
し
た
。
北
日
本
の

主
要
な
コ
ン
ブ
11
種
に
つ
い

て
、
約
２
０
０
０
件
の
分
布
記

録
を
分
析
。
そ
の
結
果
、
主
に

宮
城
県
以
北
の
三
陸
海
岸
と
、

北
海
道
の
ほ
ぼ
全
域
の
沿
岸
に

広
く
分
布
し
て
い
た
こ
と
が
確

認
で
き
ま
し
た
。

■
最
悪
で
１
０
０
％
消
失

　
続
い
て
こ
の
分
布
状
況
に
、

国
連
の
気
候
変
動
に
関
す
る
政

府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
の

気
候
変
動
予
測
シ
ナ
リ
オ
に
基

づ
き
、
海
洋
研
究
開
発
機
構
な

ど
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
模
擬
解

析
）
で
試
算
し
た
北
日
本
の
海

水
温
の
上
昇
予
測
を
当
て
は
め

ま
し
た
。

　
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
シ
ナ
リ
オ
は
、

温
暖
化
が
急
速
で
、
今
世
紀
末

の
世
界
の
平
均
気
温
が
１
０
０

年
前
よ
り
2.6
～
4.8
度
上
が
る
と

す
る
最
悪
ケ
ー
ス
を
使
用
。
温

暖
化
が
顕
著
に
な
る
前
に
比

べ
、
２
０
９
０
年
代
の
北
日
本

の
海
水
温
は
、冬
で
３
～
８
度
、

夏
で
４
～
10
度
上
昇
す
る
こ
と

に
な
る
そ
う
で
す
。

　
す
る
と
、
２
０
９
０
年
代
に

は
多
く
の
場
所
が
コ
ン
ブ
の
生

育
に
適
さ
な
く
な
り
、
温
暖
化

前
の
分
布
域
の
75
～
100
％
が
消

失
す
る
と
い
う
結
論
に
。
従
来

の
主
要
産
地
で
、
コ
ン
ブ
が
全

く
育
た
な
く
な
る
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

■
最
北
部
も
過
酷
な
環
境
に

　
肉
厚
で
幅
が
広
く
、
最
高
級

コ
ン
ブ
と
し
て
知
ら
れ
る
マ
コ

ン
ブ
は
、
生
育
に
最
適
の
海
水

温
が
10
～
16
度
で
、
23
度
を
超

す
と
枯
死
す
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
方
、
コ
ン
ブ
分
布
域
の

最
も
北
に
位
置
す
る
北
海
道
稚

内
市
沿
岸
で
は
、
夏
の
海
面
水

温
の
平
年
値
は
約
20
度
。
最
悪

シ
ナ
リ
オ
通
り
に
４
～
10
度
上

昇
す
れ
ば
、
最
北
部
で
す
ら
過

酷
な
環
境
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　
温
暖
化
が
緩
や
か
に
進
む
場

合
で
も
、
ナ
ガ
コ
ン
ブ
や
ト
ロ

ロ
コ
ン
ブ
な
ど
、
お
ぼ
ろ
昆
布

や
つ
く
だ
煮
の
材
料
と
し
て
よ

く
知
ら
れ
る
４
種
が
、
２
０
９

０
年
代
ま
で
に
消
失
す
る
可
能

性
が
高
い
と
い
い
ま
す
。

　
コ
ン
ブ
が
な
く
な
れ
ば
日
本

の
食
文
化
は
大
打
撃
で
す
。
和

食
は
13
年
に
国
連
教
育
科
学
文

化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
の
無
形

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
重
要

な
観
光
資
源
に
も
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
経
済
的
影
響
が
出

て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
コ
ン
ブ
は
、
海
岸
付
近
に
森

の
よ
う
な
藻
場
を
形
成
し
ま
す

か
ら
、
小
魚
や
甲
殻
類
の
産
卵

場
や
隠
れ
家
と
し
て
生
態
系
の

維
持
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
が
失
わ
れ
れ
ば
、
海
洋
生
物

の
多
様
性
が
損
な
わ
れ
る
懸
念

も
出
て
き
ま
す
。

　
南
方
の
コ
ン
ブ
の
分
布
域
が

北
上
し
、
藻
場
を
補
っ
て
く
れ

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
が
、
生

態
系
が
乱
れ
る
こ
と
に
変
わ
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
切
な
日
本

の
食
文
化
を
守
る
た
め
に
も
、

温
暖
化
対
策
を
一
層
強
力
に
進

め
な
く
て
は
な
ら
な
い
よ
う
で

す
。

◎
70
歳
ま
で
働
く
た
め
の
選
択

の
前
に

　
政
府
は
、
70
歳
ま
で
働
け
る

よ
う
に
す
る
定
年
延
長
や
継
続

雇
用
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
な
ど
７

つ
の
選
択
肢
を
設
け
る
よ
う
企

業
に
義
務
づ
け
る
法
改
正
を
閣

議
決
定
し
た
。
高
齢
期
の
多
様

な
働
き
方
に
つ
い
て
は
企
業
で

さ
ま
ざ
ま
な
追
究
が
実
施
さ
れ

て
き
て
い
る
が
、
そ
の
際
の
問

題
は
、
自
分
に
与
え
ら
れ
る
仕

事
に
ど
の
程
度
の
対
応
能
力
が

あ
る
か
、
そ
の
尺
度
、
診
断
が

難
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
働
く
Ａ

さ
ん
も
、
年
齢
に
関
係
な
く
働

き
た
い
と
考
え
て
い
た
が
、
常

に
新
し
い
技
術
を
求
め
ら
れ
る

な
か
で
、
新
し
い
職
場
の
技
能

レ
ベ
ル
に
追
い
つ
い
て
い
け
る

か
と
い
う
心
配
が
あ
っ
た
。
さ

い
わ
い
Ａ
さ
ん
は
子
会
社
の
ラ

イ
ン
リ
ー
ダ
ー
の
職
に
つ
い
た

が
、そ
れ
を
後
押
し
し
た
の
は
、

人
事
施
策
と
し
て
社
員
ひ
と
り

ひ
と
り
の
技
能
レ
ベ
ル
、
健
康

度
な
ど
に
つ
い
て
の
「
ワ
ー
ク
・

ア
ビ
リ
テ
ィ
」
と
い
う
能
力
評

価
の
基
準
が
あ
り
、
こ
れ
は
関

連
会
社
を
含
め
て
適
用
さ
れ
る

た
め
、
人
材
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が

最
小
限
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。

◎
ワ
ー
ク
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
と
は…

　
「
ワ
ー
ク
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
」

を
評
価
す
る
手
法
は
、
北
欧

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
開
発
さ
れ

た
。
ワ
ー
ク
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
指

標
〈
Ｗ
Ａ
Ｉ
〉
は
、
労
働
者
の

生
涯
に
わ
た
る
生
産
性
と
社
会

参
加
を
促
す
積
極
的
な
政
策
立

案
の
強
力
な
基
盤
と
な
っ
て
い

る
。
産
業
医
科
大
学
人
間
工
学

研
究
室
の
神
代
雅
晴
前
教
授

は
、
「
加
齢
と
は
、
ば
ら
つ
き

の
顕
在
化
だ
」
と
い
う
。
戦
後

す
ぐ
の
世
界
で
最
も
若
い
労
働

力
を
誇
っ
て
い
た
時
代
の
大
量

生
産
方
式
に
は
、
ば
ら
つ
き
の

な
い
若
年
層
中
心
の
労
働
力
で

世
界
に
冠
た
る
経
済
成
長
を
達

成
し
た
。
し
か
し
、
大
量
生
産

の
時
代
は
終
わ
り
、
多
品
種
少

量
生
産
の
時
代
に
移
っ
た
。
し

か
も
超
高
齢
化
の
な
か
で
、
ば

ら
つ
き
労
働
集
団
で
生
産
活
動

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
年

齢
に
関
係
な
く
、
社
員
ひ
と
り

ひ
と
り
の
ワ
ー
ク
・
ア
ビ
リ

テ
ィ
を
適
正
に
診
断
、
評
価
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に

な
っ
て
き
た
と
い
え
る
。
ワ
ー

ク
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
は
、
「
健
康
」

と
「
労
働
意
欲
」
と
「
技
能
」

の
３
つ
で
構
成
さ
れ
る
。
「
健

康
」
と
は
、
精
神
的
、
身
体
的

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
お
よ
び
労
働
、

日
常
生
活
な
ど
社
会
生
活
を
営

む
た
め
の
役
割
を
認
識
し
、
か

つ
遂
行
す
る
機
能
。
「
労
働
意

欲
」
は
、
職
務
に
対
す
る
心
構

え
。「
技
能
」に
つ
い
て
は
知
識
・

経
験
・
技
術
の
組
み
合
わ
せ
。

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
で
は
、
専
門

能
力
、
環
境
変
化
適
応
力
、
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
力
の
組
み
合
わ
せ

で
あ
る
。

◎
高
齢
期
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
エ

イ
ジ
ン
グ
を
支
援
す
る

　
神
代
前
教
授
に
よ
れ
ば
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
開
発
さ
れ
た

Ｗ
Ａ
Ｉ
は
現
状
の
労
働
能
力
を

か
な
り
の
精
度
で
評
価
で
き
る

が
、
加
え
て
企
業
が
社
員
に
要

求
し
て
い
る
職
業
能
力
と
社
員

の
現
能
力
と
の
適
合
度
を
診
断

す
る
方
法
を
補
完
す
る
必
要
も

あ
り
、
そ
の
診
断
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
も
開
発
し
て
い
る
と
い

う
。
最
近
は
企
業
と
大
学
な
ど

の
専
門
機
関
が
連
携
し
て
こ
の

種
の
ツ
ー
ル
を
開
発
す
る
例
が

多
く
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
働

く
能
力
の
評
価
は
、
高
齢
期
の

プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
エ
イ
ジ
ン

グ
の
可
能
性
が
高
ま
る
こ
と
は

確
か
だ
。

日
本
の
コ
ン
ブ
が
ピ
ン
チ

　
　
　
　
　今
世
紀
末
に
消
滅
か

産
経
新
聞
科
学
部
記
者

伊
藤
壽
一
郎

多
様
な
働
き
方
と

　ワ
ー
ク
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
の
評
価

雇
用
問
題
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

長
嶋
　
俊
三

最近の話題から
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最近の話題から

　
わ
が
国
の
食
文
化
を
、
根
幹

か
ら
揺
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の
シ
ナ
リ
オ
は
、

温
暖
化
が
急
速
で
、
今
世
紀
末

の
世
界
の
平
均
気
温
が
１
０
０

年
前
よ
り
2.6
～
4.8
度
上
が
る
と

す
る
最
悪
ケ
ー
ス
を
使
用
。
温

暖
化
が
顕
著
に
な
る
前
に
比

べ
、
２
０
９
０
年
代
の
北
日
本

の
海
水
温
は
、冬
で
３
～
８
度
、

夏
で
４
～
10
度
上
昇
す
る
こ
と

に
な
る
そ
う
で
す
。

　
す
る
と
、
２
０
９
０
年
代
に

は
多
く
の
場
所
が
コ
ン
ブ
の
生

育
に
適
さ
な
く
な
り
、
温
暖
化

前
の
分
布
域
の
75
～
100
％
が
消

失
す
る
と
い
う
結
論
に
。
従
来

の
主
要
産
地
で
、
コ
ン
ブ
が
全

く
育
た
な
く
な
る
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

■
最
北
部
も
過
酷
な
環
境
に

　
肉
厚
で
幅
が
広
く
、
最
高
級

コ
ン
ブ
と
し
て
知
ら
れ
る
マ
コ

ン
ブ
は
、
生
育
に
最
適
の
海
水

温
が
10
～
16
度
で
、
23
度
を
超

す
と
枯
死
す
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
方
、
コ
ン
ブ
分
布
域
の

最
も
北
に
位
置
す
る
北
海
道
稚

内
市
沿
岸
で
は
、
夏
の
海
面
水

温
の
平
年
値
は
約
20
度
。
最
悪

シ
ナ
リ
オ
通
り
に
４
～
10
度
上

昇
す
れ
ば
、
最
北
部
で
す
ら
過

酷
な
環
境
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　
温
暖
化
が
緩
や
か
に
進
む
場

合
で
も
、
ナ
ガ
コ
ン
ブ
や
ト
ロ

ロ
コ
ン
ブ
な
ど
、
お
ぼ
ろ
昆
布

や
つ
く
だ
煮
の
材
料
と
し
て
よ

く
知
ら
れ
る
４
種
が
、
２
０
９

０
年
代
ま
で
に
消
失
す
る
可
能

性
が
高
い
と
い
い
ま
す
。

　
コ
ン
ブ
が
な
く
な
れ
ば
日
本

の
食
文
化
は
大
打
撃
で
す
。
和

食
は
13
年
に
国
連
教
育
科
学
文

化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
の
無
形

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
重
要

な
観
光
資
源
に
も
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
経
済
的
影
響
が
出

て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
コ
ン
ブ
は
、
海
岸
付
近
に
森

の
よ
う
な
藻
場
を
形
成
し
ま
す

か
ら
、
小
魚
や
甲
殻
類
の
産
卵

場
や
隠
れ
家
と
し
て
生
態
系
の

維
持
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
が
失
わ
れ
れ
ば
、
海
洋
生
物

の
多
様
性
が
損
な
わ
れ
る
懸
念

も
出
て
き
ま
す
。

　
南
方
の
コ
ン
ブ
の
分
布
域
が

北
上
し
、
藻
場
を
補
っ
て
く
れ

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
が
、
生

態
系
が
乱
れ
る
こ
と
に
変
わ
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
切
な
日
本

の
食
文
化
を
守
る
た
め
に
も
、

温
暖
化
対
策
を
一
層
強
力
に
進

め
な
く
て
は
な
ら
な
い
よ
う
で

す
。

◎
70
歳
ま
で
働
く
た
め
の
選
択

の
前
に

　
政
府
は
、
70
歳
ま
で
働
け
る

よ
う
に
す
る
定
年
延
長
や
継
続

雇
用
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
な
ど
７

つ
の
選
択
肢
を
設
け
る
よ
う
企

業
に
義
務
づ
け
る
法
改
正
を
閣

議
決
定
し
た
。
高
齢
期
の
多
様

な
働
き
方
に
つ
い
て
は
企
業
で

さ
ま
ざ
ま
な
追
究
が
実
施
さ
れ

て
き
て
い
る
が
、
そ
の
際
の
問

題
は
、
自
分
に
与
え
ら
れ
る
仕

事
に
ど
の
程
度
の
対
応
能
力
が

あ
る
か
、
そ
の
尺
度
、
診
断
が

難
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
働
く
Ａ

さ
ん
も
、
年
齢
に
関
係
な
く
働

き
た
い
と
考
え
て
い
た
が
、
常

に
新
し
い
技
術
を
求
め
ら
れ
る

な
か
で
、
新
し
い
職
場
の
技
能

レ
ベ
ル
に
追
い
つ
い
て
い
け
る

か
と
い
う
心
配
が
あ
っ
た
。
さ

い
わ
い
Ａ
さ
ん
は
子
会
社
の
ラ

イ
ン
リ
ー
ダ
ー
の
職
に
つ
い
た

が
、そ
れ
を
後
押
し
し
た
の
は
、

人
事
施
策
と
し
て
社
員
ひ
と
り

ひ
と
り
の
技
能
レ
ベ
ル
、
健
康

度
な
ど
に
つ
い
て
の
「
ワ
ー
ク
・

ア
ビ
リ
テ
ィ
」
と
い
う
能
力
評

価
の
基
準
が
あ
り
、
こ
れ
は
関

連
会
社
を
含
め
て
適
用
さ
れ
る

た
め
、
人
材
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が

最
小
限
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。

◎
ワ
ー
ク
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
と
は…

　
「
ワ
ー
ク
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
」

を
評
価
す
る
手
法
は
、
北
欧

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
開
発
さ
れ

た
。
ワ
ー
ク
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
指

標
〈
Ｗ
Ａ
Ｉ
〉
は
、
労
働
者
の

生
涯
に
わ
た
る
生
産
性
と
社
会

参
加
を
促
す
積
極
的
な
政
策
立

案
の
強
力
な
基
盤
と
な
っ
て
い

る
。
産
業
医
科
大
学
人
間
工
学

研
究
室
の
神
代
雅
晴
前
教
授

は
、
「
加
齢
と
は
、
ば
ら
つ
き

の
顕
在
化
だ
」
と
い
う
。
戦
後

す
ぐ
の
世
界
で
最
も
若
い
労
働

力
を
誇
っ
て
い
た
時
代
の
大
量

生
産
方
式
に
は
、
ば
ら
つ
き
の

な
い
若
年
層
中
心
の
労
働
力
で

世
界
に
冠
た
る
経
済
成
長
を
達

成
し
た
。
し
か
し
、
大
量
生
産

の
時
代
は
終
わ
り
、
多
品
種
少

量
生
産
の
時
代
に
移
っ
た
。
し

か
も
超
高
齢
化
の
な
か
で
、
ば

ら
つ
き
労
働
集
団
で
生
産
活
動

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
年

齢
に
関
係
な
く
、
社
員
ひ
と
り

ひ
と
り
の
ワ
ー
ク
・
ア
ビ
リ

テ
ィ
を
適
正
に
診
断
、
評
価
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に

な
っ
て
き
た
と
い
え
る
。
ワ
ー

ク
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
は
、
「
健
康
」

と
「
労
働
意
欲
」
と
「
技
能
」

の
３
つ
で
構
成
さ
れ
る
。
「
健

康
」
と
は
、
精
神
的
、
身
体
的

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
お
よ
び
労
働
、

日
常
生
活
な
ど
社
会
生
活
を
営

む
た
め
の
役
割
を
認
識
し
、
か

つ
遂
行
す
る
機
能
。
「
労
働
意

欲
」
は
、
職
務
に
対
す
る
心
構

え
。「
技
能
」に
つ
い
て
は
知
識
・

経
験
・
技
術
の
組
み
合
わ
せ
。

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
で
は
、
専
門

能
力
、
環
境
変
化
適
応
力
、
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
力
の
組
み
合
わ
せ

で
あ
る
。

◎
高
齢
期
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
エ

イ
ジ
ン
グ
を
支
援
す
る

　
神
代
前
教
授
に
よ
れ
ば
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
開
発
さ
れ
た

Ｗ
Ａ
Ｉ
は
現
状
の
労
働
能
力
を

か
な
り
の
精
度
で
評
価
で
き
る

が
、
加
え
て
企
業
が
社
員
に
要

求
し
て
い
る
職
業
能
力
と
社
員

の
現
能
力
と
の
適
合
度
を
診
断

す
る
方
法
を
補
完
す
る
必
要
も

あ
り
、
そ
の
診
断
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
も
開
発
し
て
い
る
と
い

う
。
最
近
は
企
業
と
大
学
な
ど

の
専
門
機
関
が
連
携
し
て
こ
の

種
の
ツ
ー
ル
を
開
発
す
る
例
が

多
く
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
働

く
能
力
の
評
価
は
、
高
齢
期
の

プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
エ
イ
ジ
ン

グ
の
可
能
性
が
高
ま
る
こ
と
は

確
か
だ
。

日
本
の
コ
ン
ブ
が
ピ
ン
チ

　
　
　
　
　今
世
紀
末
に
消
滅
か

産
経
新
聞
科
学
部
記
者

伊
藤
壽
一
郎

多
様
な
働
き
方
と

　ワ
ー
ク
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
の
評
価

雇
用
問
題
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

長
嶋
　
俊
三

最近の話題から

募集代理店
 (有)井田総合ビジネス

〒370-0069 群馬県高崎市飯塚町 469-2 
〈営業時間〉祝日定休
月～土曜日　 9:00～18:00
　　　日曜日　10:00～18:00

※日曜日は月１回程度お休みをいただくことがあります

0120-0269
アフラック
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税理士はあなたと企業のパートナー税理士はあなたと企業のパートナー
事業発展のお手伝いをします。

地域社会に貢献します。　秘密を守ります。

関東信越税理士会高崎支部

税理士会コーナー税理士会コーナー

銀
行
は
、
お
金
が
な
く
て
も
お

金
が
貸
せ
る

　
い
き
な
り
何
を
言
い
だ
す
の

か
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、い
わ
ゆ
る
「
信
用
創
造
」

の
お
話
で
す
。

　
一
般
的
に
は
「
銀
行
が
企
業

や
個
人
に
融
資
を
す
る
時
、
銀

行
自
身
が
保
有
し
て
い
る
お
金

（
貨
幣
や
紙
幣
）
を
貸
す
か
ら
、

金
が
な
い
と
銀
行
も
金
が
貸
せ

な
い
」
と
考
え
る
人
が
多
い
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
信
用
経
済

社
会
が
発
達
し
た
現
在
に
お
い

て
は
事
情
が
異
な
り
ま
す
。
紙

幣
は
日
銀
発
行
で
す
が
、
実
は

民
間
の
銀
行
も
日
銀
と
は
別
の

形
で
通
貨
を
市
場
に
供
給
し
て

い
ま
す
。

　
紙
幣
や
貨
幣
を
現
金
通
貨
と

言
い
ま
す
が
、
こ
れ
と
は
別
に

預
金
通
貨
と
い
う
も
の
が
存
在

し
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
預
金
通

貨
は
、
銀
行
が
企
業
や
個
人
に

融
資
を
す
る
こ
と
で
市
場
に
供

給
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
経
済
学

で
は
「
信
用
創
造
」
と
呼
ん
で

お
り
、
銀
行
自
身
が
お
金
（
預

金
通
貨
）
を
市
場
に
供
給
す
る

こ
と
か
ら
、保
有
す
る
お
金（
現

金
通
貨
）
を
減
ら
す
こ
と
な
く

融
資
が
可
能
で
す
。

　
融
資
の
時
の
会
計
処
理
を
考

え
た
ら
分
か
り
や
す
い
で
し
ょ

う
。
企
業
が
銀
行
か
ら
お
金
を

借
り
る
と
き
、
当
該
銀
行
の
預

金
残
高
が
増
え
ま
す
の
で
、
企

業
側
の
仕
訳
は
、（
借
方
）預
金
・

（
貸
方
）
借
入
金
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、銀
行
側
に
と
っ
て
は
、

相
手
企
業
に
対
す
る
貸
付
債
権

を
取
得
し
同
時
に 

〝預
金
債
務〟 

を
負
う
こ
と
に
な
る
た
め
、（
借

方
）
貸
付
金
・（
貸
方
）
預
金

債
務
と
な
り
ま
す
。
銀
行
の
現

金
預
金
が
一
切
変
動
せ
ず
に
借

り
手
側
の
預
金
残
高
が
増
え
る

こ
と
に
お
気
づ
き
で
し
ょ
う

か
。
こ
の 

〝預
金
債
務〟 

は
、

振
込
や
振
替
に
よ
り
決
済
手
段

と
し
て
使
用
さ
れ
る
の
で
、
銀

行
の 

〝預
金
債
務〟 

を
預
金
通

貨
と
呼
び
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
銀
行
が
融
資
に
よ

り
お
金
（
預
金
通
貨
）
を
作
れ

る
の
で
、
「
銀
行
は
、
お
金
が

な
く
て
も
お
金
が
貸
せ
る
」
の

で
す
。

　
こ
こ
で
、
「
銀
行
が
お
金
を

作
れ
た
ら
、
お
金
が
無
限
に
増

え
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
」

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
そ
う
は
な
り
ま
せ
ん
。
実

は
こ
の
お
金
（
預
金
通
貨
）
は
、

返
済
に
よ
り
消
滅
し
ま
す
。
銀

行
が
返
済
を
受
け
る
時
の
仕
訳

は
、（
借
方
）預
金
債
務
、（
貸
方
）

貸
付
金
で
す
か
ら
、
貸
付
債
権

が
消
滅
す
る
の
と
同
時
に
相
手

か
ら
返
済
さ
れ
た
お
金
が
銀
行

口
座
か
ら
、
ひ
い
て
は
、 

〝こ

の
世〟 

か
ら
完
全
に
消
滅
し
ま

す
。

　
よ
っ
て
、
銀
行
に
と
っ
て
は

お
金
の
貸
付
や
返
済
自
体
が
重

要
な
の
で
は
な
く
、
貸
付
先
が

事
業
を
継
続
し
、
そ
の
利
益
か

ら
利
息
を
支
払
う
こ
と
が
で
き

る
か
（
信
用
）
が
重
要
に
な
り

ま
す
。
極
論
す
れ
ば
、
事
業
を

継
続
し
つ
つ
利
息
を
払
っ
て
も

ら
え
れ
ば
元
本
は
返
し
て
も
ら

わ
な
く
て
も
困
ら
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
最
近
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経

済
の
停
滞
に
よ
り
借
金
が
大
幅

に
増
え
た
事
業
者
の
方
も
多
い

か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
重

要
な
の
は
事
業
を
継
続
す
る
こ

と
で
あ
り
、
借
金
を
早
期
に
返

す
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
借
金
が
、
そ
の
事
業
の
継
続

が
、日
本
の
通
貨
の
源
泉
で
す
。

　
令
和
２
年
４
月
現
在
、
現
金

通
貨
１
０
３
兆
円
に
対
し
預
金

通
貨（
当
座
預
金
や
普
通
預
金
）

は
７
２
６
兆
円
で
あ
り
、
定
期

預
金
等
の
準
通
貨
の
５
２
２
兆

円
と
譲
渡
性
預
金
の
27
兆
円
を

加
え
た
１
３
８
０
兆
円
が
日
本

全
体
で
流
通
し
て
い
る
通
貨
で

す
（
日
銀
２
０
２
０
年
４
月
マ

ネ
ー
ス
ト
ッ
ク
速
報
よ
り
）。

　
現
金
通
貨
以
外
の
通
貨
は
、

誰
か
の
誰
か
に
対
す
る
借
金
で

す
（
現
金
通
貨
は
日
銀
の
借

金
）。

話

経 営 寸シリーズ

関東信越税理士会　高崎支部　税理士　  小鮒　宏規

「銀行は、お金がなくても
　　　　　　　　お金が貸せる」

《
持
続
化
給
付
金
》

　
コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
な
影
響
を

受
け
て
い
る
事
業
者
を
対
象
と

し
、
売
上
が
前
年
同
月
比
で

50
％
以
上
減
少
し
て
い
る
中
小

企
業
や
個
人
事
業
主
に
対
し

て
、
法
人
は
２
０
０
万
円
、
個

人
事
業
者
な
ど
へ
は
１
０
０
万

円
を
上
限
に
現
金
給
付
す
る
と

い
う
も
の
で
す
。

【
申
請
期
間
】

　
令
和
２
年
５
月
１
日
か
ら
令

和
３
年
１
月
15
日
ま
で
。

　
す
で
に
申
請
・
給
付
は
開
始

さ
れ
て
お
り
、
６
月
５
日
ま
で

に
累
計
１
７
０
万
件
余
り
の
申

請
が
あ
り
、
そ
の
内
、
３
分
の

２
に
相
当
す
る
１
１
５
万
件
の

事
業
者
に
給
付
金
が
支
給
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

【
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
に
も

　対
象
範
囲
拡
大
】

　
今
年
１
月
～
３
月
に
創
業
し

た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
に
つ

い
て
も
給
付
対
象
に
な
り
ま
し

た
。
１
～
３
月
の
い
ず
れ
か
の

月
の
売
上
が
３
か
月
の
平
均
と

比
べ
て
５
割
以
上
減
少
し
た
と

証
明
で
き
れ
ば
、
最
大
２
０
０

万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
支
援
強
化
】

　
主
な
収
入
を
事
業
所
得
と
し

て
確
定
申
告
し
て
い
る
場
合
に

し
か
申
請
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
申
告
す
る
所
得
区
分
の
違

い
で
給
付
し
な
い
の
は
不
公
平

と
の
声
に
応
え
、
雑
所
得
や
給

与
所
得
な
ど
事
業
所
得
以
外
の

区
分
で
収
入
を
計
上
し
て
い
る

場
合
に
も
給
付
対
象
に
加
え
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
申

請
す
る
際
に
は
発
注
元
が
発
行

す
る
業
務
委
託
契
約
書
や
源
泉

徴
収
票
な
ど
を
必
要
資
料
と
し

て
提
出
し
、
行
政
側
が
事
業
の

実
態
を
確
認
す
る
と
し
、
審
査

に
は
時
間
が
か
か
る
可
能
性
は

あ
り
ま
す
が
、
広
く
給
付
が
行

き
渡
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

《
家
賃
支
援
給
付
金
》

　
大
幅
に
減
収
と
な
っ
た
中
小

企
業
や
個
人
事
業
主
を
対
象
に

テ
ナ
ン
ト
賃
料
を
約
半
年
分
、

最
大
で
６
０
０
万
円
を
給
付
す

る
も
の
で
す
。

【
給
付
対
象
】

令
和
２
年
５
月
～
12
月
の
期
間

の
売
上
高
が
、

①
い
ず
れ
か
の
月
で
前
年
同
月

に
比
べ
５
割
以
上
減
る

②
連
続
す
る
３
か
月
で
前
年
同

期
比
３
割
以
上
減
る

こ
の
ど
ち
ら
か
の
要
件
を
満
た

し
た
事
業
者
が
対
象
に
な
り
ま

す
。

【
給
付
額
】

　
テ
ナ
ン
ト
賃
料
の
３
分
の
２

を
６
か
月
分
支
給
さ
れ
、
法
人
は

月
50
万
円
、
個
人
事
業
主
は
月

25
万
円
が
上
限
と
な
り
ま
す
。

税理士会

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
中
小
事
業
者
支
援
策
に
つ
い
て

関
東
信
越
税
理
士
会

　
　高
崎
支
部 

税
理
士

鈴

　木

　義

　昭

　
複
数
の
店
舗
を
運
営
し
て
い

る
場
合
は
給
付
上
限
が
法
人
は

最
大
１
０
０
万
円
、
個
人
事
業

主
は
最
大
50
万
円
ま
で
が
現
金

で
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
飲
食
や
小
売
の
店
舗
に
限
ら

ず
事
務
所
な
ど
オ
フ
ィ
ス
の
賃

料
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

【
手
続
き
の
流
れ
】

　
持
続
化
給
付
金
同
様
、
原
則

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
申
請
と
な
る

よ
う
で
す
。
支
給
開
始
は
７
月

以
降
に
な
り
そ
う
で
す
。

【
必
要
資
料
】

　
持
続
化
給
付
金
と
同
様
の
資

料
に
加
え
、
家
賃
契
約
書
、
賃

料
支
払
い
を
確
認
で
き
る
領
収

書
の
写
し
な
ど
が
添
付
資
料
と

し
て
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

【
申
請
サ
ポ
ー
ト
】

　
給
付
金
申
請
は
原
則
電
子
申

請
と
な
り
ま
す
が
、
ご
自
身
で

電
子
申
請
を
行
う
こ
と
が
困
難

な
方
の
た
め
に
、
県
内
各
市
町

村
に
「
申
請
サ
ポ
ー
ト
会
場
」

が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

銀行ＢＳ（貸し手）

事業者ＢＳ（借り手）

貸付金

・

・

借入金

・

・

普通預金

・

・

1,000

1,000

預金債務

・

・

1,000

1,000
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税理士はあなたと企業のパートナー税理士はあなたと企業のパートナー
事業発展のお手伝いをします。

地域社会に貢献します。　秘密を守ります。

関東信越税理士会高崎支部

税理士会コーナー税理士会コーナー

銀
行
は
、
お
金
が
な
く
て
も
お

金
が
貸
せ
る

　
い
き
な
り
何
を
言
い
だ
す
の

か
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、い
わ
ゆ
る
「
信
用
創
造
」

の
お
話
で
す
。

　
一
般
的
に
は
「
銀
行
が
企
業

や
個
人
に
融
資
を
す
る
時
、
銀

行
自
身
が
保
有
し
て
い
る
お
金

（
貨
幣
や
紙
幣
）
を
貸
す
か
ら
、

金
が
な
い
と
銀
行
も
金
が
貸
せ

な
い
」
と
考
え
る
人
が
多
い
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
信
用
経
済

社
会
が
発
達
し
た
現
在
に
お
い

て
は
事
情
が
異
な
り
ま
す
。
紙

幣
は
日
銀
発
行
で
す
が
、
実
は

民
間
の
銀
行
も
日
銀
と
は
別
の

形
で
通
貨
を
市
場
に
供
給
し
て

い
ま
す
。

　
紙
幣
や
貨
幣
を
現
金
通
貨
と

言
い
ま
す
が
、
こ
れ
と
は
別
に

預
金
通
貨
と
い
う
も
の
が
存
在

し
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
預
金
通

貨
は
、
銀
行
が
企
業
や
個
人
に

融
資
を
す
る
こ
と
で
市
場
に
供

給
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
経
済
学

で
は
「
信
用
創
造
」
と
呼
ん
で

お
り
、
銀
行
自
身
が
お
金
（
預

金
通
貨
）
を
市
場
に
供
給
す
る

こ
と
か
ら
、保
有
す
る
お
金（
現

金
通
貨
）
を
減
ら
す
こ
と
な
く

融
資
が
可
能
で
す
。

　
融
資
の
時
の
会
計
処
理
を
考

え
た
ら
分
か
り
や
す
い
で
し
ょ

う
。
企
業
が
銀
行
か
ら
お
金
を

借
り
る
と
き
、
当
該
銀
行
の
預

金
残
高
が
増
え
ま
す
の
で
、
企

業
側
の
仕
訳
は
、（
借
方
）預
金
・

（
貸
方
）
借
入
金
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、銀
行
側
に
と
っ
て
は
、

相
手
企
業
に
対
す
る
貸
付
債
権

を
取
得
し
同
時
に 

〝預
金
債
務〟 

を
負
う
こ
と
に
な
る
た
め
、（
借

方
）
貸
付
金
・（
貸
方
）
預
金

債
務
と
な
り
ま
す
。
銀
行
の
現

金
預
金
が
一
切
変
動
せ
ず
に
借

り
手
側
の
預
金
残
高
が
増
え
る

こ
と
に
お
気
づ
き
で
し
ょ
う

か
。
こ
の 

〝預
金
債
務〟 

は
、

振
込
や
振
替
に
よ
り
決
済
手
段

と
し
て
使
用
さ
れ
る
の
で
、
銀

行
の 

〝預
金
債
務〟 

を
預
金
通

貨
と
呼
び
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
銀
行
が
融
資
に
よ

り
お
金
（
預
金
通
貨
）
を
作
れ

る
の
で
、
「
銀
行
は
、
お
金
が

な
く
て
も
お
金
が
貸
せ
る
」
の

で
す
。

　
こ
こ
で
、
「
銀
行
が
お
金
を

作
れ
た
ら
、
お
金
が
無
限
に
増

え
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
」

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
そ
う
は
な
り
ま
せ
ん
。
実

は
こ
の
お
金
（
預
金
通
貨
）
は
、

返
済
に
よ
り
消
滅
し
ま
す
。
銀

行
が
返
済
を
受
け
る
時
の
仕
訳

は
、（
借
方
）預
金
債
務
、（
貸
方
）

貸
付
金
で
す
か
ら
、
貸
付
債
権

が
消
滅
す
る
の
と
同
時
に
相
手

か
ら
返
済
さ
れ
た
お
金
が
銀
行

口
座
か
ら
、
ひ
い
て
は
、 

〝こ

の
世〟 

か
ら
完
全
に
消
滅
し
ま

す
。

　
よ
っ
て
、
銀
行
に
と
っ
て
は

お
金
の
貸
付
や
返
済
自
体
が
重

要
な
の
で
は
な
く
、
貸
付
先
が

事
業
を
継
続
し
、
そ
の
利
益
か

ら
利
息
を
支
払
う
こ
と
が
で
き

る
か
（
信
用
）
が
重
要
に
な
り

ま
す
。
極
論
す
れ
ば
、
事
業
を

継
続
し
つ
つ
利
息
を
払
っ
て
も

ら
え
れ
ば
元
本
は
返
し
て
も
ら

わ
な
く
て
も
困
ら
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
最
近
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経

済
の
停
滞
に
よ
り
借
金
が
大
幅

に
増
え
た
事
業
者
の
方
も
多
い

か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
重

要
な
の
は
事
業
を
継
続
す
る
こ

と
で
あ
り
、
借
金
を
早
期
に
返

す
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
借
金
が
、
そ
の
事
業
の
継
続

が
、日
本
の
通
貨
の
源
泉
で
す
。

　
令
和
２
年
４
月
現
在
、
現
金

通
貨
１
０
３
兆
円
に
対
し
預
金

通
貨（
当
座
預
金
や
普
通
預
金
）

は
７
２
６
兆
円
で
あ
り
、
定
期

預
金
等
の
準
通
貨
の
５
２
２
兆

円
と
譲
渡
性
預
金
の
27
兆
円
を

加
え
た
１
３
８
０
兆
円
が
日
本

全
体
で
流
通
し
て
い
る
通
貨
で

す
（
日
銀
２
０
２
０
年
４
月
マ

ネ
ー
ス
ト
ッ
ク
速
報
よ
り
）。

　
現
金
通
貨
以
外
の
通
貨
は
、

誰
か
の
誰
か
に
対
す
る
借
金
で

す
（
現
金
通
貨
は
日
銀
の
借

金
）。

話

経 営 寸シリーズ

関東信越税理士会　高崎支部　税理士　  小鮒　宏規

「銀行は、お金がなくても
　　　　　　　　お金が貸せる」

《
持
続
化
給
付
金
》

　
コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
な
影
響
を

受
け
て
い
る
事
業
者
を
対
象
と

し
、
売
上
が
前
年
同
月
比
で

50
％
以
上
減
少
し
て
い
る
中
小

企
業
や
個
人
事
業
主
に
対
し

て
、
法
人
は
２
０
０
万
円
、
個

人
事
業
者
な
ど
へ
は
１
０
０
万

円
を
上
限
に
現
金
給
付
す
る
と

い
う
も
の
で
す
。

【
申
請
期
間
】

　
令
和
２
年
５
月
１
日
か
ら
令

和
３
年
１
月
15
日
ま
で
。

　
す
で
に
申
請
・
給
付
は
開
始

さ
れ
て
お
り
、
６
月
５
日
ま
で

に
累
計
１
７
０
万
件
余
り
の
申

請
が
あ
り
、
そ
の
内
、
３
分
の

２
に
相
当
す
る
１
１
５
万
件
の

事
業
者
に
給
付
金
が
支
給
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

【
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
に
も

　対
象
範
囲
拡
大
】

　
今
年
１
月
～
３
月
に
創
業
し

た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
に
つ

い
て
も
給
付
対
象
に
な
り
ま
し

た
。
１
～
３
月
の
い
ず
れ
か
の

月
の
売
上
が
３
か
月
の
平
均
と

比
べ
て
５
割
以
上
減
少
し
た
と

証
明
で
き
れ
ば
、
最
大
２
０
０

万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
支
援
強
化
】

　
主
な
収
入
を
事
業
所
得
と
し

て
確
定
申
告
し
て
い
る
場
合
に

し
か
申
請
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
申
告
す
る
所
得
区
分
の
違

い
で
給
付
し
な
い
の
は
不
公
平

と
の
声
に
応
え
、
雑
所
得
や
給

与
所
得
な
ど
事
業
所
得
以
外
の

区
分
で
収
入
を
計
上
し
て
い
る

場
合
に
も
給
付
対
象
に
加
え
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
申

請
す
る
際
に
は
発
注
元
が
発
行

す
る
業
務
委
託
契
約
書
や
源
泉

徴
収
票
な
ど
を
必
要
資
料
と
し

て
提
出
し
、
行
政
側
が
事
業
の

実
態
を
確
認
す
る
と
し
、
審
査

に
は
時
間
が
か
か
る
可
能
性
は

あ
り
ま
す
が
、
広
く
給
付
が
行

き
渡
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

《
家
賃
支
援
給
付
金
》

　
大
幅
に
減
収
と
な
っ
た
中
小

企
業
や
個
人
事
業
主
を
対
象
に

テ
ナ
ン
ト
賃
料
を
約
半
年
分
、

最
大
で
６
０
０
万
円
を
給
付
す

る
も
の
で
す
。

【
給
付
対
象
】

令
和
２
年
５
月
～
12
月
の
期
間

の
売
上
高
が
、

①
い
ず
れ
か
の
月
で
前
年
同
月

に
比
べ
５
割
以
上
減
る

②
連
続
す
る
３
か
月
で
前
年
同

期
比
３
割
以
上
減
る

こ
の
ど
ち
ら
か
の
要
件
を
満
た

し
た
事
業
者
が
対
象
に
な
り
ま

す
。

【
給
付
額
】

　
テ
ナ
ン
ト
賃
料
の
３
分
の
２

を
６
か
月
分
支
給
さ
れ
、
法
人
は

月
50
万
円
、
個
人
事
業
主
は
月

25
万
円
が
上
限
と
な
り
ま
す
。

税理士会

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
中
小
事
業
者
支
援
策
に
つ
い
て

関
東
信
越
税
理
士
会

　
　高
崎
支
部 

税
理
士

鈴

　木

　義

　昭

　
複
数
の
店
舗
を
運
営
し
て
い

る
場
合
は
給
付
上
限
が
法
人
は

最
大
１
０
０
万
円
、
個
人
事
業

主
は
最
大
50
万
円
ま
で
が
現
金

で
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
飲
食
や
小
売
の
店
舗
に
限
ら

ず
事
務
所
な
ど
オ
フ
ィ
ス
の
賃

料
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

【
手
続
き
の
流
れ
】

　
持
続
化
給
付
金
同
様
、
原
則

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
申
請
と
な
る

よ
う
で
す
。
支
給
開
始
は
７
月

以
降
に
な
り
そ
う
で
す
。

【
必
要
資
料
】

　
持
続
化
給
付
金
と
同
様
の
資

料
に
加
え
、
家
賃
契
約
書
、
賃

料
支
払
い
を
確
認
で
き
る
領
収

書
の
写
し
な
ど
が
添
付
資
料
と

し
て
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

【
申
請
サ
ポ
ー
ト
】

　
給
付
金
申
請
は
原
則
電
子
申

請
と
な
り
ま
す
が
、
ご
自
身
で

電
子
申
請
を
行
う
こ
と
が
困
難

な
方
の
た
め
に
、
県
内
各
市
町

村
に
「
申
請
サ
ポ
ー
ト
会
場
」

が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

銀行ＢＳ（貸し手）

事業者ＢＳ（借り手）

貸付金

・

・

借入金

・

・

普通預金

・

・

1,000

1,000

預金債務

・

・

1,000

1,000












